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１

文型指導に ついて

倉橋 克

文部省は昭和44年２月に，「国語科教科書指

導書一聾学校小学部・中学部一（下）」を刊行

した。なお，上巻は43年３月に刊行され，その

内容は，聾学校小学部。中学部の各学年国語科

教科書の全体の構成について，その指導の系統

をあきらかにし，言語指導の各領域を通しての

原則や指導上の留意点を総括的に解説したもの

である。下巻は，各学年の教科書の単元に即し

て，授業の展開における具体的実際的取り扱い

かたに重点をおいたものだ。

下巻の第１章小学部１．２．３年用教科書，

第４節読話の指導および指導上の留意点（96～

103）の中て，文型について次のように述べて

いる。

各学年における指導の要点。

（１）第１学年の読話指導

文型についててあるが，なにぶんにも入学１

年目であるから，きわめて基本的なものに習熟

させるようにする。さきにあげた資料（文部省

発行の聾教育研究資料，低学年における言語指

導）をみてもわかるように，次のようなものを

主として扱う。

・主語を用いない述語のみの文（うれしい。あ

まい。たべました。りんごです。の類）

・簡単な独立語のつく主語を用いない文（おか

あさん，ちょうだい。せんせい，さような

ら。の類）

．主として主語を用いない修飾語と述語の文

（パンを食べました。おねえさんにあげまし

ょう。の類）

・簡単な副詞的修飾語のついた主語を用いない

文（いっぱいあります。とんとんたたきまし

た。の類）

・簡単な主語,Ｉ述語のある文（わたくしがたべ

ました。ぎんぎようがおよぎました。の類）

・そのほか，いわゆる平叙の形（かおをあらい

ました。）感嘆の形（きれいですね。）命令

の形（とをしめなさい。）疑問の形（どこが

Ｉ､たいてすか。）を念頭におく。

（聾学校学習指導要領解説書212頁文型（Ａ）

参照）

（２）第２学年の読話指導

文型としては次にあげるようなものが主とし

て扱われる。

・前学年で使用した文型をいろいろ応用した文

・簡単な形容詞的修飾語のついた主語を用いな

い文（あかい花を見ました。の類）

・簡単な副詞的修飾語のついた主語を用いない

文（こんどは太郎さんです。の類）

・簡単な形容詞的修飾語のついた主語と述語の

ある文（赤い花がさきました。の類）

・簡単な副詞的修飾語のついた主語と述語のあ

る文（あしたはお友だちがきます。の類）

・簡単な主語と述語と補語のある文）ぼくは絵

本を買いました。の類）

．平叙文。感嘆文・命令文・疑問文になれさせ

ることについては第１学年の場合と同じであ

る｡

（聾学校学習指導要領解説書212頁文型（Ｂ）

参照）

（３）第３学年の読話指導

文型としては次にあげるようなものが主とし

て扱われる。

.前学年までに使用した文型をいろいろ応用し

た文

・前学年までに使用した文型に主語の加わった

文

・時間的・空間的関係をあらわす語を含む文
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（木の枝の中ごろにからすがとまっていま

す。の類）

・具体的・感覚的なことばからしだいに概念的

・抽象的な関係をあらわす語を含む文（この

色よりあの色のほうがすてきです。の類）

・接続詞を文頭に有する文（のどが乾いた。そ

れで水を飲んだ。の類）

・従属関係を有する文（顔を洗ってごはんを食

べた。の類）

・簡単な従属節を含む文（太郎さんはおぎょう

ぎがよい。東京は人が多いです。の類）

・簡単な対立節を1．含む.文（太郎さんは○を書

き，次郎さんは△を書きなさい。の類）

（聾学校学習指導要領解説書文型（Ｃ）２１４

頁参照）

下巻第１章小学部１．２．３年用教科書第６

節読むこと，書くことの指導および指導上の留

意点（108～114）で，第３学年の読むことのう

ちに「既習の文型に習熟するとともに新出文型

に!慣れる。」の文があるぐらいで，文型は読話

文型をいうことが多い。例えば，「ことばのべ

んきょう一ねん(一)，第８課カード拾い」

の目標１は，身近なことばの読話ができるよう

にする。その指導内容では，読話文型として，

トンポハドレ（デスカ）。ヒコウキヲクダサイ

（チョウダイ）。パントパナナヲクダサイをあ

げ，基本読話文型を定めて，これに習熟するよ

うにする。基本読話文型は基本語をもとにして

定める（下巻13-14）となっておる。

「教師の読話口型は正しい口形で話す。誇張

したり，緊張したり，不自然な口形にならぬよ

うにする。」といわれるように，読話は，相手

の口型をみることからということになる。

金田一春氏は日本語（岩波新書72-73）の中

て，ご日本語の子音について注意されること

は，第一は前にのべたように，唇で調音される

音の少し､ことである。そうして代りに口の奥の

方で調音される音はｋ・９．，．ｈのようにたく

さんある。言語学者金田一京助博士は，なるべ

く喜怒哀楽を抑えつけるように，との東洋道徳

や，女性などほことに口を動かさぬように，と

のしつけのためにこうなったのだろうと解釈し

ている………（略）………

日本語には，口の奥の方の子音が多いため

に，日本人の発音は外部から観察したときにき

わめて不明瞭である。腹話術師にとって，日本

語は大変やりよい言語だそうであるが@なるほ

ど】唇の動きを極力おさえるには日本語は好都

合なはずである。その代り，相手の唇の動きだ

けから，その言うことを察知しようとするオシ

の人たちにとっては，日本語は実に不便な言語

だろう。〃といっておられる。

日本語による読話指導には，問題があるとい

うことだ。

聾学校学習指導要領解説書にのっている文型

Ａ，Ｂ，Ｃの具体例をあげてみる。

文型（Ａ）

「これは何ですか。」「うし（モーモー）は

どれですか。」のような主語の表わし方，「誰

（何，いくつ，どこ）ですか。」「パンです。」

「おかあさんです．」「○○に（と）いらっし

ゃい。」「○○てください。（ちょうだい｡）」

「○○てはいけません｡お（ご）○○なさい｡」

「形容詞（形容動詞，副詞）です。」や，「よ

ろしい。」「いいです。」「かまいません。」

のような許句のことば，「いいえ。」「○○ま

せん。」「ありません。」「しません。」のよ

うな否定のことば，「だめ。」「いけません。」

のような禁止のことば，「誰の／,。」「書くの

／『。」のような質問のことば等，述語の表わし

方，「いいをつくりました。（粘土細工などで)」

「パンをたべました。」「橋をわたりました。」

「犬にやります。」「うちにいます。」「日曜

日にきます。」「ばんになりました。」「手に

とりました。」「おかあさんにもらいました。」

「ぴょんぴょんとびました。」のような，主と

して主語を用いない連用修飾語の表わし方や

「せんせい。さようなら」のような簡単な独立

語を用いない文などの基本文型に習熟させる。

文型（Ｂ）

（Ａ）の基本文型を基礎として，さらに，主

語，述語，連帯修飾語，連用修飾語，並立語な
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どの意識を確立し，平叙文が主になるが，簡単

な命令文や疑問文にも`慣れさせる。例をあげる

と，

「どれが学校ですか。」「私は鬼ではありま

せん。」「はばかりとべんじょは同じです。」

「誰がいいましたか。」「これはうまい。」「太

郎さんはいくつとりましたか。」「きょう，太

郎さんが休みました」。「書いてあります。」

「走ってはいけません。」「見せてください。」

「寒かった。」「暑くありません。」「そうで

はありません。」「大きい（大きな，きれいな）

花です。」「すこし左です。」「大きい（大き

な，きれいな）お月さまをみました。」「大き

い（大きな，きれいな）家があります。」「ぼ

くの弟です。」「男の子です。」「算数の勉強

をしましょう。」「鏡の前に行きます。」「早

く帰りましょう。」「たいそう大きい（きれい）

です。」「みんな，なかよく遊びました。」「色

紙をじょうずに折りました。」「次郎さんは何

をみましたか。」「ぼくは飛行機を作りまし

た。」「昨日，映画をみました。」「みんなで

綱引きをしました。」「木で箱を作ります。」

「運動場で雪投げをしました。」「病院で注射

をしました。」「ゆっくり，手で字を書きま

す。」「みんなでポートにのりました。」「み

んなでいくらですか。」「二つと三つでは五つ

です。」「プールで泳ぎました。」「太郎さん

は病気で休みました。」「みんなできれいには

ぎました。」「みんなでさようならをいいまし

た。」「姉さんと行きました。」「何といいま

したか。」「わたくしは，太郎さんと行きまし

た。」「名前は何といいますか。」「おかあさ

んといっしょに行きました。」「太郎さんとた

こをあげました。」「おとうさんとお祭に行き

ました。」「病気だといいました。」「晴れる

と思います。」「寒いと思います。」「早く早

くといいました。」「太郎さんがおはようとい

いました。」「みんなでいただきますといいま

した。」「早く家に帰りましょう。」「太郎さ

んがノートに書きました。」「お客さまにあい

さつをしました。」「おうちへ帰りましょう｡」

「太郎さんはどこへ行きましたか。」「だれか

らもらいましたか。」「太郎さんから聞きまし

た。」「今日から学校です。」「お菓子とみか

んをたべました。」「つばめとすずめを見まし

た。」「ガムとキャラメルをちょうだい。」

「ノートと鉛筆があります。」「花子さんと幸

子さん（と）はいません。」「赤い玉と白い玉

（と）をとりました。」「赤いチョークと白い

チョークをください。」

文型（Ｃ）

この文型は，平叙文，疑問文，感嘆文，命令

文に慣れさせ，接続詞を`伴なった文や，「春が

すんで夏になりました。」の中に出てくるよう

な「て」「で」による重文がいえるようにな

る｡

なお，「ごはんをたべてから運動場で遊びま

した。」のような，時間的，空間的関係をあら

わす語を含む文や，「めいわくをかけてはいけ

ません。」のような，概念的，抽象的関係をあ

らわす語を含む文もわかるようにする。例をあ

げると，

「今日は（も）雪の日です。」「太郎さんは

（も）海の絵が（も）すてきです。」「太郎さ

んの家は（も）たばこやでず。」「たいこの音

が（も）聞えます。」「たいこの音が（も）は

げしく（ひどく）聞えます。」「バラが（は，

も）たいへん，うつくしい（きれい）です。」

「太郎さんは（も）桜が（も）すぎです。」

「水がうつくしい（きれいな）池が（も）あり

ます。」「白い（この，きれいな）花が（は，

も）梅です。」「降っています。」「拾いにき

ました。」「きょうは暑いですか。寒いです

か。」「バラの花が（は，も）大きい（きれい）

です。」「たんぽぽは（も）黄色い（小さな，

きれいな）花です。」「大きな（大きい，きれ

いな）花が（は，も）チューリップです。」

「赤い花がきれいです｡」「たいへん大きい（大

きな，きれいな）花です。」「泣いている子ど

もは（が，初花子さんです。」「買うお金が

（も）ありません。」「つった魚をたべます｡」

「たべた人に（は）これをあげます。」「つば
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めのおかあさんが（は，も）虫をとりました｡」

「太郎さんが（は，も）かにをたくさんとりま

した。」「太郎さんが（は，も）はやく（静か

に，ゆっくり）これを書きました。」「太郎さ

んが（は，も）川で魚をつりました。」「太郎

さんが（は，も）山の上でねました。」「太郎

さんが（は，も）先生と勉強をしました。」

｢大の反対は小といいます。」「太郎さんは(も）

次郎さんと20拾いました。」「太郎さんが（は，

も）先生に，おはようといいました。」「太郎

さんが，はやく⑭つくり）学校に行きまし

た。」「かばんの中に本があります。」「太郎

さんと窓の側に坐りました。」「太郎さんが

（は，も）おじさんとおばさんにあいました｡」

「太郎さんが（は，⑤お湯を洗面器に入れま

した。」「太郎さんが15日に日光に行きまし

た。」「太郎さんの家が（は，も）東京にあり

ます。」「手も足もありません。」「赤い花も

白い花もあります。」「太郎さんが（は，も）

おとうさんからお金をもらいました。」「春は

いつからいつまでです。」「おいしいからたべ

ます。」「からだが（は，初だんだんつめた

くなりました。」「おうちに小さい（小さな，

きれいな）花が（も）あります。」「太郎さん

は（も）たこといかです。」「太郎さんは（も）

たこといかがすぎです。」「太郎さんと花太郎

さん（と）が（は）花をとりました。」「太郎

さんと次郎さん（と）が（は）家に帰りまし

た。」「手と足をきれいに洗いました。」「ノ

ートや鉛筆が（も）あります。」「すみれやた

んぽぽをとりました。」「たんぽぽやなつばで

主まごとをしました。」(（（Ｂ）までの文型の

反復練習をしつつ，文節を増すこと。））

聾学校小学部．中学部一(上)第３章教科書編集

の趣旨(34-41)の中で）ミそもそも言語という

ものは，心理の表現形式であり，文法は国語を

体系づけたものであるから文法もまた心理学と

交渉をもつことは当然である。が，しかし，文

法は心理学ではなく，あくまでも言語の形式で

ある。それだけに，ことばについての種々の法

則を日常の言語生活に役だたせ，言語生活をも

っとゆたかなものとするために，いっそうこと

ばのきまりを通しての言語訓練が必要である。

いわば，ことばのきまりは，わたしたちの言語

生活をよりよくするための体系的な言語訓練で

ある。〃といっている。ここでは，文法とのか

かわりはもてたが，次に文型についててある。

文法と文型の関係について，聾学校学習指導

要領中学部編解説第２章各教科第１節国語３各

学年の内容（３）ことばに関する事項と指導上

の留意点（ケ）文法・用法の指導（１）ことば

のきまりと用法（49-51）に，、ことばに関す

る事項の学習指導のひとつに，ことばのきまり

の指導がある。ことばのきまりとは文法のこと

であると考えられている。

ところで，文法ということばの内容がいろい

ろで，まずある人は，文法と語法とを分けて，

文法的事実を語法とよび，文法法則あるいは文

法知識を文法とよんでいる。これを，逆にして

いる人もある。

語法ということばは使わないで，文法だけの

人も，事実としての文法と法則としての文法と

を区別しようとするむきがある。この点は，

「ことばのきまり」といっても同じで，ことば

のきまりの事実と，ことばのきまりの知識とが

区別される。

、文法ということばを避けて，「ことばのきま

り」ということばを使用することが戦後多くな

ったのは，それまでの学校文法が，定義と説明

とを実とする知識の体系で，実際的な効果がす

ぐなく，ことばの現実に触れるところがす<な

いように思われたからである。

こうした』情勢に対して，アメリカなどではュ

すでに，文法の教育といっしょに，ことばの実

解説書には，文型Ａ，Ｂ，Ｃに分類された，

その理由が書かれていない。また文型のとらえ

方についての解説もない。

聾教育科の学生を対象とした，文型のとらえ

方についての概説をこころみてみたい。

私は心理学者なのであるが，文型指導と交渉

をもってもよいものか。国語科教科書指導書一
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際の使われ方の教育というものが導入されてい

る。文法の知識は，用法を改善するためで〆た

だその用法を改善するに必要なだけ，その必要

に応じて教えられるべきであるという。したが

って，その学習の主体は，むしろ，用法であ

る。用法の教育を主として，だんだんと，知識

としての文法を教えるということになってい

る｡

文型という考え方は，用法を主とする立場で

押しだされてきているものである。文型は文法

ではない。主語述語の形などという文法用語を

用いているが，別にそれは，「きまり」という

ほどのものでなくて，ただの事実である。

用法というのは，どこまでも事実であって，

別にそうでなければいけないということは，ふ

くまれない。そして，そこに，社会的に「認め

られない用法」であるとか，「よくない用法」

であるとかいうものがある。

用法の学習指導が重視されるようになったの

は，最近の科学的な文法研究が，事実の記述を

重くみるようになったことと関係がある。ま

た，学習指導の実際として，文法的説明だけで

はどうにもならない｡言語は知的に説明される

よりも，行動習｣償として体得されるべきもので

あるという方向に，動いてきたからである。

わたしは水がのみたい。

これについて，文型的にいえば，「－が…

…たい」という型があるということである。

「水がのみたい」「映画がみたい」「お菓子が

たべたい」なんでもよい。こういう言いかたが

あって，それにあわせていえばよい。どうして

そうなのかということについて，文型研究の立

場では，問答無用である。

文型研究の立場は，言語をひとつの「行動習

`償」として，もっといえば，ひとつの「流行」

としてみるものである。「それは，……だから

……でなければならない」という文法的な説明

は，あとからそれにつけ加えられるものとみ

る｡ミ

文法と文型の関係を理解してもらったと考え

る。もう一つ，前述の引用した､こういう言い

かたがあって，それにあわせていえばよい。ど

うしてそうなのかということについて，文型研

究の立場では，問答無用である。ミの文章の内

容は受けとめ方に問題を残すのではないか。

文部省発行の学習指導要領解説書，国語科教

科書指導書に，文型のとらえ方についての理論

的な説明がなかった。しかし，言語学習＝こと

ばの習得＝についての見解があるのでそれを先

にあげてみることにしたい。

国語科指導書（上）第１章言語指導の意義第

４言語学習における模倣と生産性の中で次のよ

うに述べてある（11-13）。

１．習`償体系としての言語

日本語とか英語とかいうような特定の言語

は，その集団，その社会に自然にできあがって

きた習慣の体系である。それを観察。記述して

そこに法則性を見出すことは，言語学者。文法

学者の仕事であるが，だれということなしに，

その集団が長い間かかって自然に使っているう

ちにできあがったものであるから，その「正し

さ」というものは，みんながそれを使うかどう

かということに依存するもので，論理法則的な

ものではない。

言語は習慣の体系であるから，これを習得す

る場合には，実際にそれに慣れるということが

一番いいこと，－番必要なことであると信じら

れてきた。「文法」を知識とし法則として学習

するよりも，実際の用法，用例，文型に習熟す

ることが必要であると主張されてきた。

２．言語学習における模倣

特に幼児の場合，言語は模倣によって習得さ

れるものと考えられていた。親が教える，子ど

もがまねをする。それを学ぶものと考えられて

きた。そうした立場から，言語の学習には特に

環境がたいせつであり，模範が重大であるとい

われてきた。

このことは，本質的，基本的にはその通り

で，環境と模倣がたいせつであることに変わり

はないが，幼児の言語学習における模倣は，た

だの模倣でなく，術語的にいって「自発的模

倣」であるといわれる。幼児は周囲のことばを


























